
【別表２】

販路開拓支援業務プロポーザル評価基準

１ 評価項目及び評価内容について

下記の評価項目及び評価内容に基づき採点する。

評価項目 評価内容 配点

全体評価

(提案書等の提

案内容)

提案内容の的確性

仕様書を的確に踏まえ、明確かつ具体的に提案さ

れているか。
５

２０

事業を効果的・効率的に実施するための提案がさ

れているか。
５

提案内容の実現性 実施方法等が具体的で実現性があるか。 ５

事業への理解・知

識

事業内容及び目的に関する理解・知識が十分にあ

るか。
５

提案項目

(個別商談会、

事前説明会等)

事前説明会及び個

別面談（オンライ

ン）

経験の浅い参加メーカーにおいてもオンライン商

談会へ参加しやすいような事前説明会及び個別面

談を開催することとなっているか。

10

４５

企業・商品プレゼ

ン動画の作成

商談時の営業ツールとして活用できるような動画

の作成となっているか。
10

個別商談会（オン

ライン）

招聘予定のバイヤー等が幅広いチャンネルとなっ

ており、オンライン上の開催により当市の企業と

の商談成約率が高まる提案となっているか。

20

フォローアップ

商談会後に、バイヤーの意見をフィードバックす

る等、参加メーカーの商品ブラッシュアップやプ

レゼン能力向上等につながるよう内容であるか。

５

提案項目

（自由提案）

提案限度額の範囲

内での追加提案

本業務をさらに効果的なものとする提案がされて

いるか。
５ ５

業務実施面

（業務の人員配

置や時間配分）

業務実施体制、

スケジュール

提案内容を実施できる人員が確保されているか。 ５

１０

各行程ごとに妥当な時間配分がなされ、業務完了

までの過程が明確にされている。
５

業務実績 類似業務実績 過去５年間の販路開拓を目的とする商談会等の開催実績 １０

経費項目や金

額の妥当性

１０点×（応募者の中で最低応募価格）÷（応募価格）＝得点

※小数点以下切り捨て
１０



２ 評価の方法について

① 各審査委員は上記の評価項目及び評価内容に基づき、提案者ごとに点数評価を行う。

② 各審査委員の持ち点（100 点）を合算した値（満点）の 6割を最低基準点とし、各審

査委員の評価点を合算した値が最低基準点に満たない提案者は選外とする。

③ 各審査委員の評価点を合算した値が最も高い提案者を受託候補者として特定する。

ただし、評価点が同点の場合は見積書の金額が低い者を受託候補者とする。

④ 提案者が 1者のみの場合で、各審査委員の評価点を合算した値が最低基準点を満た

すときは、当該提案者を受託候補者として特定する。


